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( ) 与 式 =点
- 8x

㎡ y 2
(2) 与 式 =

2xy
2

= - 4xmm

( 3) 与 式 = 4.B - 3√エ
= 江
m

(4) 与 式 = ( 2 x - 1 ~
～

(5) x = 1 ⇒ Y = 4
x = 2 ⇒ Y = 2

x = 3 ⇒ Y = } xY がともに 整数 と

なるのは 3個
x = 4 ⇒ Y = 1

x > 5 では 、 はは 1 より小 さくなるので整数 と

ならない 。 また 、 x は 負 の数 でも 良 いから 6

個
(参考 )
(x . y ) = ( 1 , 4 )

,
(2 , 2) , ( 4 , 1 )

、

(- 1 , - 4 ) , (- 2 .

-2 )
.
(- 4

,

- 1 )

16 ) 半径 γ の 球の 体積は$π ”だから、 半径 が
2 cm の 球 の 体積 は

⑤π× 23 =π…n



(7 )

AD に 対 する 円周角 は等 しいから
⑦= 40 π xty

)はつ

三角形の外角 の定理
～

㉙ x = 96-③
= 96: 4ピ
= 52m

18) 20個 の玉 を取 り 出 したとき 、白玉 6個 なので
白玉 の 割合 は

音 = 心 ⑦

400 個 の 玉 に 白玉 x個 とすると 、 白玉 の割合は

。 一 ②

① = ② と推定 すると

音 =。
. x =℃ × 400

= 120

よって 、 およそ 120個
mnnnws



2
( 1

番 目 1 2 3 4 5 6

数 2 1 3 4 7 11

よって 6 番目 は品

(2) ①
番 目 1 2 3 4 5 6

数 a b atb at2b 2at 3 b 3a + 5b

よって 6 番目 は 3 a + 5bmm
② 2 つのさいころの 出 る 目 は 6 × 6 = 36通り

m

3 番目 は atbだから 、 atb が 11 となる a , b
の 組 を 求 める
(a , b ) = ( 5 . 6 ) , ( 6 . 5 )

の 2通 りなので 求 める確率 はも =点
③ 1番目 から 3番目 の 3 つの数 の 和 は

a t b t atb = 2a + 2b = 2 (atb )

これが 10 の 倍数となる
2 × □ = 10 の 倍数 ⇒□= 5 の 倍数

となれば 良 い atb の 最 り、値 は a = b = 1 のときで 2
,

atb の最大値 は a = b = 6のときで 12だから、 2 ～ 12
で 5 の 倍数 は

、

5
,
10 である

( ; ) a tb = 5 のとき

(a , b ) = ( 1 , . 4 ) , 12 ,3 ) , ( 3 ,2 ) , ( 4 . 1 ) の4通



( I ;) a tb = 10 のとき

( a , b ) = (4 , 6 ) , 15, 5) , ( 6. 4 ) の
3

通り
m

よって
、

atb が 5 の 倍数 となるのは

だから、める 7通確率は感
④ . 7 番目 : 2 a + 3
b

～5番目

「 30 + 5 b
～

6番目

= 5at 8 b

8番目 : 30 + 5 b
～

+ 5a + 8b
～

7番目
= 8at 13 b

6番目
よって

、

8 番目 の 数 から 7 番目 の 数 を 引 くと 、
8a + 13 b - ( 50 t 8b) = 3 a + 5 b

これが 5 の 倍数となる ～
～

n ことを考える
、

3a +5 b の最 り小値は a = b = 1 のときで 、 3 +5 = 8.

3a +5 b の最大値 は a = b = 6 のときで 、 18 + 30 = 48.

したがって 、 3 a + 5 b は 、

10
.
, 15 .20 ,25 . 30 . 35 . 40 .4

を 満 たせば 良 い

また 、 K を自然数 とすると
、

3at 5b=倍数
と表すことができ 、

式

を 整理 すると 、
3a = 5 k - 5 b

② 3 a = 5 ( K - b )



な 辺 は 3 の 倍数、 右辺 は 5 の 倍数だから、 等式 を

成 り 立たせるためには A は 5 の 倍数となる 。
⇒ a はさいころの 目 で、 これが 5 の 倍数 となるのは a以
よって

15 + 5 b = 5 ( 3 + b )
m

～ x
5
.10… …45 となる bを求 める、

b = 1
,
2
,
3
,
4
,
5
.

6 のとき
、 5 ( 3 + b ) は 、

20
,
25

.
30

.

35
. 40 .45 となるから 、 6

通

り

したがって 、 3 at 5 b が 5 の倍数 となるの 、
(a
,
b ) = ( 5

,
1 ) , ( 5, . 2

) ,
(

5 .
3

)、
(
5 .

4 ) , (5. 5 ).( 5 .
よって 、 5 の倍数でないのは 、

m

06
通

り - 6 通 り = 30 通 りmm

求 める確率 は℃= 5
…

3
.

( 1) A は Y = ax' 上 にあり、x = い = 1 だから、
= axtン : : a -

1mm

(2 ) 一 1 ミ xE 4 のとき 、 昨終 4
Y の変域 だから B の Y 座標 は 4

.

4 B は Y
= x ㎡上 にあり 、

x = b .

Y = 4 だから
4 = b

㎡
: b =± 2

b 70 より b = 2
mm



(3) 直線 AB の 式 を Y =mxtn とおくと 、
A (- 1, 1

)

B (2 , 4) を 通 るから、

に 一 m t n ①
ー ) 4 = 2mtn ー②
-3 = -3 m

:
. m = 1

m = 1 を ① に代入 して

1 = - 1 け n <
: n = 2

よって
、

Y = x+ 2
mmn

(4 ) 傾き成
A を 通 り 傾 きが 星 の 直線 を

↓ l とする 。 また 、 C とY軸 の 交点
l

C B
>喪

を D とする

>

A D

DABC の 面積 = 0 DBC の 面積
l の 式 を 所 xthとすくと 、 A レ-リを通 るから

ょっで蔚標、”
m

また 、直線 BC の 式 を 成 xtc とおくと 、 B2 , 4 )

を通 るか

4 = 成 × 2 + C i : C = 4 - ②=ュ5



よって C の Y 座標は点
したがって

= 25 - 7

¤10 - 7
=

4

= ③
ー

よって 、 ODBC
の

面積は

上 × 3 × 2 = 楽
OABC = ODBC より 、 求 める 面積 は追
(5 )

な国 のように 点 E を定める

EC = 2 - 0 = 2
.

(㎡) BE = 4 -5 =3

\ぎ よって 、 OBCEで方の
定理 より

BC =N 2+

=√ 4+
2感

= 25
～



A
' から BC の 延長線
上 に垂線 を 下 ろした足を

F とする
(0,5 ) 5 一

F 二 ょ 、
OA' B ' C = I 45 × A'F

¤

℃
{

OA
'

B
'

C は OABC を

回転させただけの 国形 で
あるから、 面積 は等 しい

よって

I × 5 xA ' F = ③ *悲 = 成 × ⑤
mm

(4 ) より = ⑤
～

CEF の Y座標 は 等 しいので 、 F の Y座標 は
よって

悲 = F の Y座標丸 - A
'
の Y座標

三
5

: :
A
' の Y 座標 = 5 - ⑤
呰
= 109

よって
、

A
'
の 座標は 、無



4

( い ) 作業 しより
A さん : 18個

、

B さん : 14個
Ca ん : x個 D ±W : 3x個
よって 、玉 を 渡 した合計は

18 + 14 t x t 3x = 4x t32
mmu ～ ( i

また 作業 3 小 1 回 あたり 4個 の玉 を 取 り 出すので
Y回取 り 出 したときの

、
玉の 総数は 、 4 Y

Y 回 の 作業 で 箱 の 玉が 0 個 なので 、 作業 2 での

玉の 個数は 4 Y 個
mu

( ii )

よっ

4 x+ 32 + 4 Y= 100 .

⇒ x t 牛 = 17 ー ①

箱 の 中 の 玉 は 42 個でこれが O になったとき、
Y = 0 であるから ① は x = 17 となる

。

よって C さんが持っている mーェは 17個
( ii : ) Tiv )

(2 ) 作業3 の 後 の 玉 の 持っている 個数は 、
B t D = 54 個

、
C = 17個 ( ( ) ( iv) より )

なので A が 持っている 王 の個数は
100 - (54 + 17 ) = 100 - 71

= 29
A は 、最初 に 、 玉 を 18個持 っていたから

、

作業3 の 回数は 、 29 - 18 = 11 回
…



必作業3 で 1 回 につき 、 1 人 あたり 1個渡すので
最後 に持っていた玉 の数一最小 に 持っていた玉 の数
が 、 作業 3 の回数

B は 最初 に 14個持っていたから 、 作業 3 を 11 回
くり返 した後 は 、14 +1 =25

個

m持っていることになる

BED の 合計 が 54 より D が持っている玉 の数は
54 - 25 = 29 個

mmm

5
い )

OBCG とOEFG において
対頂角…

～

いルゥ」
は等 しいから

<BGC = LEFG ー D

←

平行線 の錯角 は等 しいので ADIBC から
、

LCBG = LFEG
( オ>

ー②

① . ② より 2組 の
角がそれぞれ等しいので 、

O BCG ∞ OEFG (証明終わり )

(2 )

ー

^ シ
。

↑
∠ A B E = と 表すと 、
LABE = L CBE より

3
∠ CBE = ∞

) ‰



またADIBC で 錯角 が等 しいので
.

LCBE = LAEB <
:

∠AE B = ∞

よって 、OABE は二等辺角形 だから
AE = AB = 3 cm

EF = lcm より AF = 2cmmum

(3 )

LBCF = X と
表

すとと
ー
2 ーハー 、

ー < BCF = LDCF より
海

羹

! LDCF = メン
:

、 車必\ '

また ADUBC で錯角 が等 しいので
∠ BCF - LDFC : ∴ ∠ DFC =

よって 、 ODFC は二等辺三角形だから
DC = DF = 3 cm

EF = 1 cm より DE = 2 cm
～

よって AD = 2 + 1 + 2 = 5cmBC =AD = 5cm

A から BC に乗線 を 下 ろした足 を H
以 F から BC に

垂線 を 下 ろした 足 を I とする 。 AH = FI =√5 .

OABH で 三平方 の定理 より
B= V 3-(
ー

d
: √ 9 - 5
ー

=「年 = 2

また

、 =

2Hz == 2cm よって
。～

IC = 5 - 4 = 1 cm
㎡ m



OFIC で 平方 の 定理 より

びN二
=√ 5 t 1

= 万
～

い ) より OBCGSOEFG
だから學 CG -FG=

ー
5
'

よって CG : FG = 5 = 1

したがっ

FG =

5# 4 北 =m
(4 ) 難問

上内② 求 める面積

白
o

= 円 ② 一 円 ①

円②

B から CF に対 して最も

遠 い 点 を半径 とした 円

円①
B から CFに対 して最 も
近い点 を半径 とした円



B から CF に対 して最も
X メ

二 金

… 遠 い 点 は 、 C である
。

また 、 BからCF
に

対 して
: XX 最も 近い点は 、 B から
CF に 乗線 を 下 ろしたときの 足 である

LABE = . < BCF = メとすると 、LABC = 0

LBCD = xX 、平行四辺形 の 向が合う 角 は
等 しいから 、 LCDA = 、 < DAB = メ ×

四角形 の 内角 の 和 は 360 より
。 。 ← * 「 ℃ * *

*

= 3600
ー

⇒ 0 十 × = 90
(

㎡ 。 。 + ××××= 360
)、

OGBC で
∠ BGC + 「

。
= 180

~

より 、 LBGC = 900
したがって B から CF に 乗線を下 ろした 足 は
C

んであ

(3) より

CE =√6
,
CG : GF = 5 : 1

‰ だから
蠃

ー
5
'

CG =

5成× ro =熟.

したがって OGBC で 三平方 の 定理 より

BG =√5-



=√ 25 -答一
=√ 900 - 15036

瀅m

山内②

‰

二
答

5/

よって 求 める 面積は

5 × 5 ×π - 響 ×

響× T π

= 25π一 π

=π



=π
=vcmmm

6
( )81 個 ÷ 3 . 24 c ㎡= 25 個 / c㎡なので 、 ランク表
よりやや 多 い

mm イ

(2 )

⑦ : 多 い ⇒ 30 以 ± 50未満なので、 4月 1 日 のランクは

30 ≤ 50 - a
2 < 50 ーの

が 一 4 ≡ a ≤ 4 で 常 に 成 り立 つかを考える
A = 0 のとき 50 - a= 50 - 02 = 50 となり ① を

満たさない。 よって 、 アは 正 しくなく 、反例 は a =
m

イ : - 4 ≤ G ≤ 4 で 50 ta [ 5o + (at2 . 5)ーのが
常 に成 り 立つかを 考える
めの 両辺 - 50 をすると

、

a cat 2 . 5

より 常 に 成 り 立 つ
、

よってイは正 しい

踏 表2 より 平均 値は 一
- 1 t 3 - 1 - 5 + 4

5
= 号 = 0



基準値は 30
.

0 個/cmより、 第 2週 の平値は、
30

.

0 t 0 = 30
,

. 0
個
/cm
'

mmmn

② 表 2
、 表 3 より 平均値は

- 1 t 3 - 1 - 5 + 4 - 2x +6 -4 x +5 +1 ext 13 + 7
10

=

- 2 x- 3x +42

10

基準値 は 30. 0 個 /cmより 第 3週の平均値は
- 200 - 3 x + 42

30 t
10

であり 、これが34 . 0個/cm になるので
-2℃~ - 3x + 42

30 t = 34
10

⇒ - 2x
~

- 3xt 42 = 40

⇒ 2x
㎡
t 3x -2 = 0

解 の感一幸 を」 s '- **
2 × 2

=
30 ～50

=

-3 ±5

4

=
- 2

,
≠



.

1 p 1 x = - 2 のとき
、

月曜 日 : - 2 × (-2 )¥ 6 = - 8 + 6 = - 2
.

基準値は 30
,

0 国個/c㎥ より
30 - 2 = 28 個/cm㎡

これはや
「
や 多 い
」 に 該当 し 、問題文から不適切

(イ ) っにきのとき 、

月曜 日 : - 2 ×( ≠pt 6= 0
火曜日 : - 4 ×£+ 5 = 3

.

70

木曜日 : ≠+ 13= 770
よって 月 ~ 金ですべてプラスの 値 となるから、基準値
30 . 0 国個/cm より 多 い ⇒ すべての 曜日 で

「 多 い
」 となる

よって x= ま =点
また、基準値 を 40 . 0国個/c ㎡ にしたとき 、 表 3の各曜日
から 10 を 引 けば 良 いので
月曜日 : -2x + 6 - 10 =

-2℃-4
火曜

日

: - 4 x+ 5- 10 = - 4x -5

水曜日 : 1 いー 10 = 1

木曜日 : xt 13 - 10 = xt3

金曜日 : 7 ー 10 = - ふ

となる
ここでつC= きだから、



月曜日:
-
2 × ( ≠ )~ 4= ー ≠ - 4 = ー ℃ - 一⑮

火曜 日 : - 4 × (≠ ) - 5 = - 2 - 5 =
- 7

水曜日 : れ
木曜日 : 1 + 3 = ㎡=3
金曜日 : - 3

m

よって 基準値 との 差 が最も 大 きくなるのは 木曜日の

3
.
5 である

mmil )

また 、 これらの和 は
- 4

.
5 - 7 + 1 t 3

.
5 - 3 = 兆( ii )

(参考 )

基準値 が 30. 0 個 /c㎡ で 基準 との 差 が 50 とき
wm

30 + 5 = 35
.

0 個/ cm㎡ '
基準値 が 40

.
0 個 / c㎡ とすると基準 との 差
～

～
は

35 - 40 = - 5〆
m

基準 が 10 増えると 、基準 との差 は 10減子


